
４　主要事業一覧

◎ 持続的な木材供給が可能な森林づくり
【地】
1 木造・木質化支援事業費

[100301]

県産材利用推進室 Ｒ８要求

2 信州の木供給体制整備

事業費
[100301]

県産材利用推進室 Ｒ８要求

3 信州アカマツの恵み循環

事業費
[100301][100401][100404]

県産材利用推進室

森林づくり推進課 Ｒ８要求

（別紙３）

林務部

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

県産材利用に対する理解を深めてもらうため、県民が多く訪れる民間施
設・公共施設等の木造・木質化やこれに併せて行う調度品の設置を支援
し、「あたりまえ」に県産材を利用する環境づくりを進めます。

【拡】・広く県民が利用する施設等の木造化・木質化等を支援
【●】・長野県産材CO2固定量の認証
【●】・木工体験の推進

68,000 Ｒ７当初 62,000

397,100 Ｒ７当初 0
[R7.9月補正] [476,000]

事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

　　　※【新】：新規事業、【地】：地域振興局長からの提案、意見等反映事業

品質の高い県産材製品の利活用を図るため、住宅や非住宅分野での需要
拡大や安定的な供給体制の整備を進めます。

【拡】・県産材の安定供給を図るため、非住宅建築物において需要が
　　　　見込まれる大径材にも対応したJAS構造材の供給体制を整備
【拡】・県産材の魅力をＰＲするため、製材工場と工務店が連携して
        県産材をＰＲする取組を支援
【●】・木造建築における県産材利用の拡大に向けた課題を整理する
        ため、県産材利用実態調査を実施
【●】・建築士等を対象とした木造・木質化の促進に関するセミナー
        等を開催

17,764 Ｒ７当初 19,462

*木造・木質化の箇所数：11箇所（2026年度）

*JAS認証の取得数：2件（2026年度）

アカマツを持続的に活用できる仕組みを構築するため、松くい虫被害対
策を推進するとともに、資源としての木材の高付加価値化に取り組みま
す。
 
【●】・松くい虫被害を受けたアカマツの伐採及び再造林に要する経費
【●】・を補助
【●】・アカマツの販路拡大に向けた市場調査等を実施
【●】・アカマツの苗木生産に必要な生産資材の導入を支援

*対策対象森林における松くい虫被害量の2024年度比増加量：０㎥（2027年度）

*林業産出額：52.1億円（2020年度）→71.7億円（2027年度）

(林務部-1)



事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

4 信州の森林づくり事業補

助金（再造林の加速化）
[100404]

森林づくり推進課 Ｒ８要求

5 優良苗木の安定供給促進

事業費（一部再掲）
[100404]

森林づくり推進課 Ｒ８要求

6 林業就業者の確保・育成

事業費
[100202]

信州の木活用課 Ｒ８要求

7 林業労働災害防止対策

事業費
[100202]

信州の木活用課 Ｒ８要求

林業就業者を着実に確保するため、県外からの移住や他産業からの転職
を支援するほか、兼業や外国人材等の多様な人材を林業への就業へつな
げるための取組を進める林業事業体を支援します。

【●】・県外からの移住者に対して移住経費を支援
【●】・他産業からの転職者等に対して就業準備経費を支援
【●】・兼業や就業体験等の受入れを行う事業者及び就業体験者を支援

*新規林業就業者数：120人（2026年度）

36,187 Ｒ７当初 52,560

林業用優良苗木の生産拡大・安定供給を図るため、苗木生産設備に係る
経費を支援するとともに、優良苗木の生産指導や県管理採種園の整備等
を行い、主伐後の確実な再造林を推進します。
 
【拡】・抵抗性アカマツの苗木生産に必要な資材の導入を支援
【●】・新規苗木生産者等育成のための講習会を開催
【●】・種子生産量増加のための県管理採種園を整備

*県管理採種園の整備：8箇所（2026年度）

37,579 Ｒ７当初 28,106
[R7.9月補正] [8,000]

*再造林面積：740ha（2026年度）

366,734 Ｒ７当初 244,860

主伐・再造林の加速化を図るため、架線等を活用した作業の省力化など
主伐後の再造林や初期保育作業等を支援します。

【●】・再造林や初期保育作業に要する経費を支援
【●】・架線等を活用した森林整備に要する経費を支援
【新】・カラマツ種子の採取に要する経費を支援

他産業に比して多い林業労働災害を防止するため、林業技能の向上、
チェーンソー作業の安全啓発イベントの開催、安全装備の導入等を支援
します。

【新】・林業技能検定の資格取得を支援
【●】・労働安全意識の醸成を図るための伐木競技会を開催
【●】・クマ撃退スプレー、ヘルメット、空調服等、林業従事
　　　　者の安全を確保する装備品等の導入を支援

*労働災害発生の抑止：53件未満（2026年度）

11,809 Ｒ７当初 13,036

(林務部-2)



事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

【地】
8 木曽谷・伊那谷フォレス

トバレー形成事業費
[100202]

信州の木活用課 Ｒ８要求

◎ 県民が恩恵を享受できる森林づくり

9 森林サービス産業総合

対策事業費
[100203]

信州の木活用課 Ｒ８要求

◎ 県民の暮らしを守る森林づくり
【地】
10 ツキノワグマ総合対策

事業費
[100406]

森林づくり推進課 Ｒ８要求

【新】
11 野生鳥獣被害対策実施隊

広域連携モデル事業費
[100406]

森林づくり推進課 Ｒ８要求

森林空間を健康、教育、観光などの様々な分野で活用する森林サービス
産業を振興するため、事業者の交流やマッチングを行うネットワークの
運営、創業・活動に対する支援のほか、里山や学校林を活用した森林環
境教育への支援を行います。

【拡】・森林整備を行う地域と企業とのマッチング支援
【●】・ネットワークの運営、専門家派遣等による活動支援
【●】・森林環境教育のフィールド整備や活動経費等の支援

*サービス産業に取り組む地域（プロジェクト）数：10地域(2026年度)

38,238 Ｒ７当初 35,964

ツキノワグマによる人身被害ゼロを目指し、人の生活圏への出没防止及
び人身被害の回避のため、総合的な対策を実施します。

【新】・ツキノワグマの捕獲、市街地出没等への対応に要する経費を
　　　　支援
【拡】・緊急銃猟対応実施者の育成及び配置に要する経費を支援
【●】・ツキノワグマの専門家派遣による指導・普及啓発を実施
【●】・追い払いや誘因物除去などの市町村が行う対策に対する支援
【●】・市町村と連携したツキノワグマの出没状況の情報発信

*ツキノワグマによる人身被害ゼロ（2026年度）

29,427 Ｒ７当初 14,586

担い手の人材不足や高齢化、緊急対応の困難さといった課題を克服する
ため、市町村間で連携し、迅速かつ効果的な被害対策を実施できる体制
を整備します。

【●】・広域連携の推進及び市町村間の連携調整等を担う職員を配置
【●】・し、事業の円滑な実施を支援
【●】・市町村間の広域的な連携体制モデルを構築

*広域連携体制モデルの構築（1地域）

9,300 Ｒ７当初 0

森林や林業に関する教育機関や試験研究機関が集まる木曽谷・伊那谷の
強みを活かし、木や森に関心のある人が県内外から訪れる人材育成とイ
ノベーションの拠点地域を形成するため、関係機関や民間による多様な
プロジェクトを実施します。

【拡】・木や森に関する学びや人材育成のプロジェクトを実施
【新】・フォレストバレーチェンソークラブの創設
　　　・木曽谷・伊那谷フォレストバレー運営協議会の運営

*木や森に関するプロジェクトの実施：13プロジェクト（2026年度）

27,760 Ｒ７当初 19,453

(林務部-3)



事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

【新】
12 ツキノワグマ対策専門

人材育成支援事業費
[100406]

森林づくり推進課 Ｒ８要求

【地】
13 市町村森林整備支援事業

費
[100101]

森林政策課 Ｒ８要求

14 補助公共事業費

（一部再掲）
[100204][100401][100404]

信州の木活用課

森林づくり推進課 Ｒ８要求
[債務負担行為額]

9,799,649 Ｒ７当初 6,666,906
[227,000] [R7.9月補正] [448,000]

森林資源を有効活用するための林道等の路網整備、山地災害を防止する
ための治山施設等の整備、森林を健全な姿で次世代に引き継ぐための間
伐等の森林整備に取り組みます。

住民生活に直結する各地域の課題に対応するため、市町村が実施する森
林整備の取組を支援します。

【●】・ライフライン等の保全のための支障木等の伐採
【●】・ツキノワグマ等の野生鳥獣による被害防止のための緩衝帯
　　　　の整備
【●】・病害虫被害による初期段階における被害木処理や枯損木の
　　　　有効活用

203,000 Ｒ７当初 166,300

*市町村による森林病害虫対策実施量：2,820㎥（2026年度）

*講習会受講市町村　77市町村(2026年度)

*射撃技術向上講座受講者　45名(2026年度)

地域におけるツキノワグマ被害の未然防止と住民の安心・安全の確保に
資する対応力の向上を図るため、市町村及び県の担当職員等への研修及
び捕獲者の射撃技術向上講座を実施します。

【●】・ツキノワグマに関する専門人材養成研修の開催
【●】・ツキノワグマ対策射撃技術向上講座の開催

07,394 Ｒ７当初

*市町村による森林整備（森林病害虫以外）実施箇所数：84箇所（2026年度）

区　分
林　道 1,014,479 千円
治　山 5,596,340 千円
造　林 3,188,830 千円
計 9,799,649 千円

予算額

(林務部-4)



事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

15 県単独公共事業費

（一部再掲）
[100204][100401][100404]

信州の木活用課

森林づくり推進課 Ｒ８要求

16 直轄事業負担金

森林づくり推進課 Ｒ８要求 447,000 Ｒ７当初 467,000

国が進める松川入地区、小渋川地区、姫川地区における治山施設等の整
備事業に対して法令に基づく負担金を支出します。

802,863 Ｒ７当初 701,504
[R7.9月補正] [256,923]

林道の整備、小規模な荒廃山地等の復旧、森林づくり県民税を活用した
防災・減災対策、里山整備等の森林整備に取り組みます。

区　分
林　道 10,260 千円
治　山 261,396 千円
造　林 531,207 千円
計 802,863 千円

予算額

区　分
治　山 447,000 千円
計 447,000 千円

予算額

(林務部-5)


